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スマート・ライフ・プロジェクトの見直しについて（案）

第３回 健康日本21（第三次）推進専門委員会
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厚生労働省健康・生活衛生局健康課



スマート・ライフ・プロジェクトの見直し（案） 前回の主な議論について

１

スマート・ライフ・プロ
ジェクト及び「健康寿命
をのばそう！アワード」
の追加テーマ等について

広報の進め方について

参画団体の継続的な活動
の維持と活動状況の把握
について

（スマート・ライフ・プロジェクト）
• 運動、食生活、禁煙、健診・検診受診、この４つは基本テーマとしてこれまでどお
り継続しつつ、別途、重点テーマを設定してはどうか。
• 具体的には、女性の健康、睡眠、ＩＣＴの活用、ライフコースアプローチを踏まえ
た取組、自然に健康になれる環境づくりなど、第三次の重点にもなっているそういっ
たところを追加テーマとして考えていったらどうか。

（健康寿命をのばそう！アワード）
• 数年先の応募テーマを予め公表することが必要ではないか。
• 都道府県の推薦枠を設けてはどうか。

• 以下のような取組が効果的ではないか。
✓ 年代に応じた広報、特に若い世代向けの広報、ライフコースアプローチを踏

まえた広報
✓ 自治体、団体等と連携した広報
✓ ソーシャルメディアなどの効果的な活用
✓ ウェブサイトの改善

• 健康日本21（第三次）では「参画し活動している企業・団体数」を指標として設
定しているため、活動状況の把握が必要ではないか。
• 年１回の登録情報の更新手続きを設け、活動状況を回答する仕組（チェックボック
ス等）を導入してはどうか。
• 更新の際は、重点的に取り込む内容も確認できるようにしてはどうか。
• 活動状況の把握方法については事務局案を進めることに御了承いただいた。

項目 前回の議論の内容



健康日本21（第三次）におけるスマート・ライフ・プロジェクトの進め方
について（案）

２

１．スマート・ライフ・プロジェクト及び「健康寿命をのばそう！アワード」の追加テーマ
等について

【前回の主な議論】

（スマート・ライフ・プロジェクト）

• 運動、食生活、禁煙、健診・検診受診、この４つは基本テーマとしてこれまでどおり継続しつつ、別
途、重点テーマを設定してはどうか。

• 具体的には、女性の健康、睡眠、ＩＣＴの活用、ライフコースアプローチを踏まえた取組、自然に健
康になれる環境づくりなど、第三次の重点にもなっているそういったところを追加テーマとして考え
ていったらどうか。

（健康寿命をのばそう！アワード）

• 数年先の応募テーマを予め公表することが必要ではないか。

• 都道府県の推薦枠を設けてはどうか。



健康日本21（第三次）におけるスマート・ライフ・プロジェクトの進め方
について（案）

３

【対応案】
１．追加テーマについて

• ご提案いただいた追加テーマは課題（「女性の健康」「睡眠」）と手段（「自然に健康になれる
環境づくり」、「ＩＣＴの活用」「ライフコースアプローチを踏まえた取組」）に分類し、課題
（「女性の健康」「睡眠」）をこれまでの４分野に追加するテーマとすることでどうか。

• ２課題（「女性の健康」「睡眠」）について、中間評価まで継続して追加テーマとすることでど
うか。

• ＳＬＰと「健康寿命をのばそう！アワード」の追加テーマは連動させた方が参画団体等に分かり
易く、浸透しやすいのではないか。

２．「健康寿命をのばそう！アワード」の審査視点について

• 政策誘導として課題解決のための手段として重点的に取り入れるべき（「自然に健康になれる環
境づくり」、「ＩＣＴの活用」「ライフコースアプローチを踏まえた取組」）を、「健康寿命を
のばそう！アワード」の評価するポイントとして、事前に明示することはどうか。

• 地域・職域連携など積極的に進めるため、複数団体等が連携した取組を新たに「健康寿命をのば
そう！アワード」の評価するポイントとしてはどうか。

３．「健康寿命をのばそう！アワード」の都道府県推薦基準の明確化

• 他の企業、団体、自治体も取り入れやすく、横展開が期待できる取り組みであることを推薦基準
としてはどうか。



【参考１】スマート・ライフ・プロジェクトの現行テーマ

４



【参考２】健康日本21（第三次）の休養・睡眠、女性の目標

別表第四 ライフコースアプローチを踏まえた健康づくりに関する目標

（３） 女性

① 若年女性のやせの減少
（適正体重を維持している者の増加の一部を再掲）

ＢＭＩ18.5未満の20歳～30歳代女性の割合
15%

（令和14年度）

② 骨粗鬆症検診受診率の向上（再掲） 骨粗鬆症検診受診率
15%

（令和14年度）

③ 生活習慣病（ＮＣＤｓ）のリスクを高める量を飲酒して
いる女性の減少

（生活習慣病（ＮＣＤｓ）のリスクを高める量を飲酒して
いる者の減少の一部を再掲）

１日当たりの純アルコール摂取量が20ｇ以上の女性の割合

6.4%

（令和14年度）

④ 妊娠中の喫煙をなくす（再掲） 妊婦の喫煙率
第２次成育医療等基本方針に

合わせて設定

目標 指標 目標値

別表第二 個人の行動と健康状態の改善に関する目標

１ 生活習慣の改善

（３） 休養・睡眠

① 睡眠で休養がとれている者の増加 睡眠で休養がとれている者の割合（年齢調整値）
80%

（令和14年度）

② 睡眠時間が十分に確保できている者の増加
睡眠時間が６～９時間（60歳以上については、６～８時間）
の者の割合（年齢調整値）

60%

（令和14年度）

③ 週労働時間60時間以上の雇用者の減少
週労働時間40時間以上の雇用者のうち、週労働時間60時間
以上の雇用者の割合

5%

（令和７年）

５



【参考３】健康寿命をのばそう！アワード

６

令和６年度より追加

○募集要項上の主な評価項目

【対応状況】

前回のご議論を踏まえ、

令和６年度より都道府県推薦枠を設け、

９道県より５企業、４自治体の推薦があり。

また、全体で昨年度より応募件数は２８件増。

○アワード応募件数の推移



健康日本21（第三次）におけるスマート・ライフ・プロジェクトの進め方
について（案）

７

２．広報の進め方について

【前回の主な議論】

以下のような取組が効果的ではないか。

• 年代に応じた広報、特に若い世代向けの広報、ライフコースアプローチを

踏まえた広報

• 自治体、団体等と連携した広報

• ソーシャルメディアなどの効果的な活用

• ウェブサイトの改善

【対応状況】  

• ９月の健康増進普及月間において、ＳＬＰに参画する企業、団体、自治体の

活動を盛り上げるため、ＳＮＳも活用した参加型のイベントを開催。

• 文部科学省やこども家庭庁に普及啓発用リーフレット等の周知を依頼。リーフレットには若い世
代が手にとりやすいキャラクターを起用。

• 令和７年度運用開始を目指し、ＳＬＰ含めた現行３サイト（ＳＬＰ、e－ヘルスネット、e－健康
づくりネット）を統合し、健康づくりの総合的なポータルサイトとして「健康日本21アクション
支援システム（健康づくりサポートネット）（仮称）」の整備を行う。国民の健康増進に係る情
報の収集を容易にし、ヘルスリテラシーの向上に繋げる。

【対応案】  

• 若い世代など関心の薄い層への効果的・戦略的な広報の進め方について検討してはどうか。

ポケモンを起用したリーフレット



■ＳＬＰ参画団体等向け企画
期間中、健康増進に関するイベント等に使用できるツールの提供。ツールを活用し、

活動後に活動報告を登録したＳＬＰ参画団体等に対し、感謝状を送付しインセンティ
ブを付与する。
■一般国民向け企画
期間中、ＳＬＰ参画団体等がイベント等で使用しているツールをＳＮＳに投稿する

と、抽選でプレゼントを当たるキャンペーンを実施。

【参考４】健康増進普及月間イベント

８

ＳＬＰ参画団体等向け 一般向け

厚生労働省は、スマート・ライフ・プロジェクトの取組の一環として、がん・⼼臓病・脳卒中・糖尿病などの生
活習慣病の特性や、運動・食生活などの個⼈の生活習慣の改善の重要性についての国民一⼈ひとりの理解を深め、
健康づくりの実践を促進するため、毎年9月1日から30日までの 1 か月間を「健康増進普及月間」とし、健康増進
に関する普及啓発を⾏っています。
本年度は「睡眠」を重点テーマとし、全国３会場でのイベントやＳＮＳを活用したキャンペーンを実施した。

イベント会場 ＳＮＳを活用したキャンペーン

ＳＬＰ参画団体等、開催地の自治体と連携し、国
民が参加できるイベントを実施。
■ 著名⼈、睡眠の専門家を招いたトークショー
などを実施。

■ イベント会場では、ＳＬＰ参画団体等及び
開催地の自治体による健康増進に関する取組や
広報のブースを設置しイベントを盛り上げた。



健康日本21（第三次）におけるスマート・ライフ・プロジェクトの進め方
について（案）

９

３．参画団体の継続的な活動の維持と活動状況の把握について

【前回の主なご議論】

• 健康日本21（第三次）では「参画し活動している企業・団体数」を指標として設定しているた
め、活動状況の把握が必要ではないか。

• 年１回の登録情報の更新手続きを設け、活動状況を回答する仕組（チェックボックス等）を導入
してはどうか。

• 更新の際は、重点的に取り込む内容も確認できるようにしてはどうか。

• 活動状況の把握方法については事務局案を進めることに御了承いただいた。

【対応状況】

• 令和６年度中に更新を開始するため、システム更改を調整中。

• 重点的に取り組む事項も確認できるようチェックボックスを追加する予定。



【参考５】参画団体の活動状況の把握について

１０

更新

今年度の主に
取り組む事項

うち重点的に
取り組む事項

□ □ 適度な運動

□ □ 適切な食生活

□ □ 禁煙

□ □ 健診・検診の受診

□ □ 女性の健康

□ □ 睡眠

□ □ （その他、取り組む事項）自由記載

【具体的な対応（案）】（イメージ）
• 現在の新規登録画面に「更新欄」を新たに設け、登録情報
（住所、メールアドレス等）の変更の有無を確認。

• 活動内容については、チェックリストを新設し、主な活動内
容を登録。

• 更新手続きがない団体は、一定期間後に削除（ウェブサイト
やメルマガで周知）。

現在の新規登録画
面に更新欄を追加

追加
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